
 

 

 

 

 

 

今月号では生活習慣病の中の心疾患を取り上げます。 

心臓に何らかの障害が起き、それにより血液の循環不全によって引き起こされる病気を

心疾患といって 20 代の死亡原因の 4 位になります。 

 心臓発作を起こす割合が高齢の成人の間では減少していますが、比較的若い成人の間で

は世界中で増加していることは研究で明らかにされています。米ハーバード大医学部教授

のロン・ブランクスタイン氏によると、『若者は心停止や心臓発作と無縁というわけではな

いにもかかわらず、多くの人がいまだに、もっと年齢を重ねた人たちの病気だと考えてい

る、しかし若い人たちに知ってほしい重要な事実は、心疾患は多くの場合正しい対策を問

えば予防できる』と話されています。 

心疾患の一般的な症状としては、胸の痛みや不快感、顎・首・背中・腕に放散する痛み、

息切れ、脱力感、失神などがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6 年 7 月 1 日発行 

身延山大学医務室 

年々気温が上昇していて、今年もまた暑

い夏になるようです。 

無理をせず適度に休養をとって過ごし

ましょう。 

心疾患の主な症状 

赤い矢印は動脈血の流れ 

青い矢印は静脈血の流れ 

心臓の構造と血液の流れ 

心臓は全身に血液を送る臓

器で、1 日 10 万回以上も拍

動し、送り出す血液の量は

1 日 8.000 リットルにもな

り、心臓の筋肉（心筋）が

正常に動くことで、全身に

血液を送り出すポンプとし

て役割を果たしています。 



心疾患には、脈の乱れを起こす病気（不整脈）や先天性の心臓病、心筋や心膜の病気な

ど様々なものがあります。その中で生活習慣病が原因のものが虚血性心疾患で、これは冠

状動脈（心臓壁に左右 2 本冠のように乗っている動脈）が動脈硬化のために細くなってし

まい、心臓を動かしている心筋に酸素や栄養が十分に行き渡らなくなることが原因です。 

そのため、心筋が一時的に血液不足になって胸に痛みを引き起こしたり（狭心症）、完全に

血管が詰まってしまい、胸に激烈な痛みを生じたりといった症状があります（心筋梗塞）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

突然死とは、急に起こった症状によって突然意識を失

い、死亡することを言います。 

原因となる病気は様々ですが、最終的には心臓の異変

によって命が失われます。高齢者に多いものの、若い

人にも起こることもあり、安心できません。 

 

 

突然死の原因は左表の通りですが、心筋梗塞・狭心症は

心臓の血管（冠動脈）の異常から、心筋症は心臓の筋肉

（心筋）の異常から、それぞれ危険な不整脈が起こって

突然死に至ります。また、遺伝性不整脈は遺伝子の変異

が原因で起こる不整脈で、心臓の血管や心筋に異常は

なく、危険な不整脈そのものが起きて死に至ります。 

若い人でも注意、心臓突然死 ❕❕ 



突然死を引き起こす危険な不整脈として『心室細動』

があります。 

心臓は 4 つの部屋に分かれていて、心房は血液を受

けて心室に送り出し、心室は血液を肺や全身に送り

出していますが、心室が痙攣することを『心室細動』

といい、心臓から血液を出せなくなる最も危険な不

整脈で、突然死となるケースの大半で起こっていま

す。 

心室細動が起こると、血液を送り出す役割をする心室は、細かく震えるだけで血液を全く送りだせ

なくなるために、脳が血液不足になって 20～30 秒で失神し、それが 10 分以上続くと全身の臓器も

虚血状態になり、死亡する恐れが高くなります。 

 

突然死を防ぐには、危険な不整脈を招く心筋梗塞・狭

心症の予防が大切で、そのためには、心筋梗塞・狭心

症の最大の原因である『動脈硬化』になりやすい危険

因子を避けることが重要です。 

左記に記述されている危険因子の殆どは、生活習慣

からのものだと言われています。 

 

動脈硬化がかなり進行して、心筋梗塞や狭心症の危

険性がかなり高まっているときには左記のような自

覚症状が現れることがあります。 

これらの症状があったら、必ず医療機関を受診する

ようにします。特に胸痛が 10～20 分以上続く場合

や、痛みが非常に激しい場合は心筋梗塞を起こして

いる可能性があります。 

狭心症は、心臓から離れた場所に症状が起こ

ることが少なくありません。『関連痛』とい

って奥歯やのど、肩、腕、みぞおち、背中な

どに痛みを感じたり、人によっては肩こりや

胸やけとして感じたりして、主に体の上半身

で、左側に多いのが特徴です。通常、狭心症

が起こると心臓から感覚神経、脊髄、脳へと

刺激（電気信号）が伝わって「胸が痛い！」

と感じます。 

奥歯や肩、腕、胃などこれらの感覚神経も概

ね同じ束になって脊髄につながっているた

めに、関連痛は神経の勘違いによって起こる

と考えられています。 
（引用・参照）厚労省健康について知る・NHK きょうの健康 

 


